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学習者は条件付き確率  𝑃𝐴(𝐵)，積事象の確率 




















 (1) 条件付き確率 
 坪井ほか(2011)によれば，条件付き確率は次のよ
うに定義される(pp.55-56)． 





の事象とし，𝑛 (𝐴) ≠ 0 とする１)．このとき，条
件付き確率 𝑃𝐴(𝐵) は， 
「A を全事象とした場合の事象 𝐴 ∩ 𝐵 の起こる
確率」と考えられ，次のように表される． 
𝑷𝑨(𝑩) =
𝒏 (𝑨 ∩ 𝑩)
𝒏 (𝑨)







= 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)  
であるから，次の等式が得られる． 
𝑷𝑨(𝑩) =
𝑷 (𝑨 ∩ 𝑩)
𝑷 (𝑨)
 … ② 







事象の確率 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)，事象 Bの確率 𝑃(𝐵) の 3つ
を混同する傾向がある．この要因をそれぞれの公
式の形から考えると，まず，条件付き確率 𝑃𝐴(𝐵) 




た条件付き確率 𝑃𝐴(𝐵) において事象 B の確率 




致する．つまりこれら 2 つの混同は，事象 A が起
こったことを考慮していないことに起因すると考
えられる．以上より，𝑃𝐴(𝐵) と 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) の混同と，
𝑃𝐴(𝐵) と 𝑃(𝐵) の混同を整理すると，両者共に条
件を正しく処理していないことが混同の要因であ
る．具体的には，𝑃𝐴(𝐵) は公式の分母が事象 A の





ある確率論の視点から(藤澤，2006)， 𝑃(𝐵) や 
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)，𝑃(𝐴 ∪ 𝐵) などの，条件付き確率を学習
する以前のそれらを指す． 







確率の定義が 𝑃𝐴(𝐵) = 𝑃(𝐵) であるという視点か















指す．具体的には，ある事象 Aの確率 𝑃(𝐴) や，
事象 A と事象 B がともに起こるという積事象 
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) の確率，事象 Aまたは事象 Bが起こると






𝑷𝑨 (𝑩)＝𝑷 (𝑩) …① 
が成り立つとき，事象 A の起こることが事象 B
の起こる確率に影響を与えない．このとき，事
象 Bは事象 Aに独立であるという． 
①が成り立つとき，乗法定理により，次の式が
成り立つ． 
𝑷 (𝑨 ∩ 𝑩) = 𝑷 (𝑨)𝑷 (𝑩) …② 
 𝑃 (𝐴) ≠ 0，𝑃 (𝐵) ≠ 0 とする．このとき，逆
に②が成り立つとすると，その両辺を𝑃 (𝐴) で
割って①が導かれるから，①と②は同値である． 
 同様に考えて，②は等式 𝑃𝐵 (𝐴)＝𝑃 (𝐴) とも
同値である． 
 ゆえに，事象 Bが事象 Aに独立ならば，事象
Aは事象 Bに独立となる．したがって，𝑃 (𝐴 ∩

























































































定により，概念 Bの内包 IB が明確になる． 
③ 概念の再構成 
 岩崎(1992，p.17)は，否定に基づく概念形成の最
後の否定として，基盤となった概念 A と￢A に対
する，新しい数学的概念 B の観点からの否定をあ
げている．この否定により，概念 A と￢A に新た











である．つまり，新しい概念 Bの内包 IB の否定に
よって基の概念 A の内包 IA が見直されたり，新
しい概念 B の外延 EB の否定によって基の概念 A








表 1 否定論に基づく概念形成の段階 
(大谷，2015，p.117) 
1. 外延の限定 
概念 A の外延的否定により，外延 EA が限定
される段階 
2. 内包の明確化 




念 Aと概念 Bが再構成される段階 
 













































































































率が依存しない」ことを，事象 A と事象 B が独
立であると命名することになる．さらに，独立事象
の確率を定義する式として，乗法定理を用いて 
















なわち， 𝑃𝐴(𝐵) = 𝑃(𝐵) )ことを認識する． 
2. 内包の明確化 
「事象 A が起きたという条件(情報)に，事象
B が起きる確率が依存しない」とき，事象 A と
事象 B が独立であると命名し，𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) =
𝑃(𝐴) ∙ 𝑃(𝐵) と表す． 
3. 概念の再構成 
 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) ≠ 𝑃(𝐴) ∙ 𝑃(𝐵) 
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